



































八、書簡の紙継ぎ部 影印版 下縁に△ もっ 示し 。（謝辞）封筒の翻刻については、東京文化財研究所・小山田智寛氏の御教示に預かった。



















































たゟその心ざしかうれしい事にござ候、此まへのてがみに、おみねさんがあしたはがさんにいくはつとゆうてやつたとふり、十七日におよめ入りもあひすみ、父上様・ハたし・おゑ どのといきまして、し から ばさん・父上様御いてなされ候、なか〳〵おもの入りにござ候、したのゆへおむこ入りが二十五日にて、にぎ〳〵し 事にござ候、した これで あんしんなされ候、又おんな せいとうがそちらにはおハさばかりにてこなかつたよしかへつ いゝ事ニござ候、そちらもおてんきがよろしいとかぜがふくよし、こ もやつぱりおてんきぢやとかぜがふくし、此ごろハあめがしじゆうふり、ふじゆんなじこうにて御座候、まる〳〵し ぶんもとゝいたよし △





















くてじつにうれしき事に候、おまへのもどりやると 、むかひにいくときハどんなうれしいかろうと、新二郎どんなんどゝおわさをする事にござ候、おまへのこちらにおいやるうち○ぢやつたか、父上様のおふきくあぶらゑをたかはしとゆうひとにかいておもら なさつたが、その ひたのが父上様へすこしもにらずして、又こないだきてよくなをしましよふとゆうてなをしたけれども、どう いけなひ
△
















たしやるまへハ、がつもおまつりにつき、おやすみに相なり候よし、又久まつさんとゑんそくなんどをしや たよし、たのしみにてござ候ハんとそんし申候、ハたしもあいかわらすうんとうしなから、御あんしん下され候、あたゝ くなつたら、かごしまのすしでも △















































































































此てがみをだしやつたあけの日から、おまへのがくこうのおやすみが一しゆうかんばかりあるよし、その内ニしやしんをとつてやるとの事にて、大たのしみをしてまつておつ ところが、四月三十日 だしの御て みもきのふ相とゝき候ところ、さつそくその てがみをみ候へば、しやしんはとらなかつたとの事ゆへ、がつかひいたし候、又つごうの△













































































































































































おげんきにてべん ようなされ候よし、何ゟうれしくそんし 、そちらもすいぶん御あつさにあひなり、やはりけんじゆ にも こたらず御いでのよし、あせハだら〳〵てるそうだけれども、ようじんをし むこのほうへぢばんもおきつけにしてきなおしやるよし、ま事ニ
〳〵
それこそ









































































































































































































































































く、さようあきらめおり候、だん〳〵子ともがかわゆうなつてくれば、なを〳〵あちらへやいたくない事だよ、したてもみ 〳〵さま御きげんよく 正ぼんさん どハいたつて きでよい事にござ候、おみねぼんさんがりつぱな事にて、あひかわらずおしやべりをし おいやるけれども、きどくにみんなはがさんのしがいゝ人たちだから、うちだされずにおりやるから、しやはせな事ニござ候、おまへのゆうて いやつた事を下の父上様へはな たところ、おふわ いにて候、ゑいりしんぶんもたしかにとゝき候へバ、直ぼんがおふよろこびにて、さつそくはけかたいたし候、さくじつハ父上様せ ようりようりに文蔵さんへおせんべつをなされ、したの父上様・八郎 ん△















のでもおまへのかきや たゑを、なんでも良い らてくひやい、そのかわひにハ、ゑいりしんぶんはおやめでよ から、どうぞ たのみ申候、せんせいの ぞみのにしきのきれか、又ははな ぬいだしのきれか、たのみのよし、いゝのをみたて おくり申候よういたすべく候間、御まち玉ハり候、時分からの事候ゆへ、せつかくいたまぬようになされ度、 れ〳〵も御 ミ まいらせ候、まつハこ だけめてたく　　　　　　　
かしく
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